
 

 

公衆衛生事業部研修会 

 ❀実 施 日 ： 令和７年１１月１５日（土） １３：００～１６：００ 

 ❀会   場 ： 新潟ユニゾンプラザ 小研修室 1 

 ❀参加者数 ： ２５名（内訳：県・保健所 ９名 、市町村 １５名 、県栄事業部長 １名） 

 ❀内 容 ： 

  (1) 講義 「健康日本２１（第三次）推進におけるロジックモデルとアクションプラン○○○       

― 自治体の健康増進計画・事業計画への展開 ―」 

     講師 新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科 教授 村山伸子 氏 

  (2) 事例提供 「十日町市における食育推進事業」 

     事 例 提 供 者 十日町市市民福祉部健康づくり推進課母子保健係  主任  酒井千恵  氏 

  (3)演習・グループワーク 

    「アクションプラン作成に向けたロジックモデルと介入のはしごの活用・アクションプラン

の検討 ― 中間アウトカムの捉え方 ―」 

※ ４つの施策テーマ ①糖尿病 ②減塩 ③低栄養 ④小児肥満 

  (4)全体共有・まとめ 

 

❀参加者の感想 ： 

(1)講義について 

  ・三条市や足立区、横浜市の事例を通して、ロジックモデル作成の基本的考え方や評価指標 

   の設定などについて理解を深めることができた。 

  ・現状、自治体の取組は「レベル７；情報提供、教育」がほとんどで、今後狙っていくべきは 

「レベル４～６；インセンティブ・デフォルトの変更・環境整備による選択の誘導」であること 

を改めて学んだ。より効果的な取組を検討するために、介入のはしごを使って、まずは、 

既存の取組を整理していきたいと思う。 

  (2)事例提供について 

  ・ロジックモデルを活用することで、若い世代を対象とする食育推進事業の中身が整理され 

   ていた。また、カバー率を意識することで、介入・教育の場としてより重点を置くべきところ 

が見えてくると感じた。 

  (3)演習・グループワークについて 

  ・実施している事業、施策が何につながっているのかを改めて意識していかなければならな 

いと感じた。 

  ・ロジックモデルの活用を考えるための演習シートは、同職種に限らず多職種でも複数人で 

考える際に利用できるツールであった。 
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